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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】掌中に収まる大きさの生理用ナプキンの個別包
装体を提供する。
【解決手段】長円形に類似する形状の本体の中央部両側
からウィング部が突出する形状の生理用ナプキンと、長
辺が生理用ナプキンの長径よりも長く短辺が生理用ナプ
キン本体のウィング部の幅よりは短く短径よりは長い長
方形の包装シートと、生理用ナプキンの裏面と包装シー
トの間に介在する離型紙とからなる生理用品の個別包装
体において、生理用ナプキンと離型紙と包装シートを長
手方向の中心線が合致するように上下に重ねて三層体を
形成し、ついで、その三層体の長辺側の両縁部を内側へ
折り曲げてを短辺の幅が５ｃｍ以上７ｃｍ以下となる多
層体を形成し、ついで、その多層体を一方の短辺側縁部
から巻いて円柱体を形成し、その円柱体の外周面に他方
の短辺側縁部を剥離可能に接着する。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　長円形に類似する形状の本体の中央部両側からウィング部が突出する形状の生理用ナプ
キンと、長辺が前記生理用ナプキン本体の長径よりも長く短辺が前記生理用ナプキン本体
のウィング部の幅よりは短く短径よりは長い長方形の包装シートと、前記生理用ナプキン
の裏面と前記包装シートの間に介在する離型紙とからなる生理用品の個別包装体であって
、前記生理用ナプキンと前記包装シートと前記離型紙は長手方向の中心線が合致するよう
に重ねられて三層体を形成し、ついで、前記三層体は、長辺側の両側縁部が内側へ折り曲
げられ、短辺の幅が５ｃｍ以上７ｃｍ以下となる多層体を形成し、前記多層体は、一方の
短辺側縁部から巻かれて円柱体を形成し、前記円柱体の外周面に他方の短辺側縁部が剥離
可能に接着されることを特徴としてなる生理用ナプキンの個別包装体。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、生理用ナプキンの個別包装体に関する。
【背景技術】
【０００２】
生理ナプキンの個別包装体は、生理用ナプキンと包装シートとその間に介在する離型紙と
からなる。生理用ナプキンは、長円形に類似する形状の本体を有し、本体の中央部両側か
らウィング部が突出する。生理用ナプキンは内部に吸液性部材を保有し、表面は透液性で
あるが、裏面は不透液性である。包装シートは、長方形であり、その長辺は生理用ナプキ
ン本体の長径よりも長く、短辺は生理用ナプキンの本体の短径よりは長いがウィング部の
突出幅よりは短い。離型紙は、包装シートよりも小さく、生理用ナプキンと包装シートは
、離型紙に対してそれぞれ剥離可能に接着する。
【０００３】
従来の個別包装体は、生理用ナプキンと離型紙と包装シートを、長手方向の中心線が合致
するように重ねて三層体とし、その三層体を長手方向に折りたたむか又は丸め、包装シー
トの相互に重なる側縁部同士を剥離可能に接着させたものである。したがって、従来の個
別包装体は、全長を生理用ナプキンの短径よりも小さくすることはできない。　
【０００４】
生理ナプキンは、小中学生用でも、長径が２０ｃｍ程度、短径が１０ｃｍ程度であるから
、従来の個別包装体は、小中学生用のものでも全長が１０ｃｍ程度となり、掌中には収ま
らない。このため、従来の生理用ナプキンの個別包装体を手持ちすると、生理用ナプキン
を手にしていることが直ぐに露見するという問題があった。　
【特許文献１】特開２００３－１７５９９０号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　本考案は、上記問題を解決するためになされたものであり、その課題は、掌中に収まる
大きさの生理用ナプキンの個別包装体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
前記課題を解決するため、本考案が採用する手段は、長円形に類似する形状の本体の中央
部両側からウィング部が突出する形状の生理用ナプキンと、長辺がその長円形に類似する
形状の長径よりも長く、短辺がその長円形に類似する形状の短径よりも長いがウィング部
の突出幅よりは短い長方形の包装シートと、生理用ナプキンの裏面と包装シートの間に介
在する離型紙とからなる生理用品の個別包装体において、生理用ナプキンと離型紙と包装
シートを長手方向の中心線が合致するように上下に重ねて三層体を形成し、ついで、その
三層体の長辺側の両縁部を内側へ折り曲げて短辺の幅が５ｃｍ以上７ｃｍ以下となる多層
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体を形成し、ついで、その多層体を一方の短辺側縁部から巻いて円柱体を形成し、その円
柱体の外周面に他方の短辺側縁部を剥離可能に接着することを特徴とする。
【考案の効果】
【０００７】
本考案の個別包装体は、掌中に収まる大きさの円柱体となる。例えば、小中学生用のもの
は、直径約２、５ｃｍ、高さ約５ｃｍの円柱体となるから、小中学生が生理用ナプキンを
掌中にしていても周りの人に認知されるおそれはないという作用効果を奏する。また、生
理用ナプキンは、包装中、表面側が凹面状に曲がる癖が付くため、開封後の密着性が向上
するという格別の効果を奏する。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００８】
本考案は、生理用ナプキンと離型紙と包装シートを長手方向の中心線が合致するように重
ねて三層体を形成し、ついで、その三層体の長辺側の両縁部を内側へ折り曲げて短辺の幅
が５ｃｍ以上７ｃｍ以下となる細幅な多層体を形成し、その細幅な多層体を一方の短辺側
縁部から巻き上げて円柱体を形成し、その円柱体の外周面に他方の短辺側縁部を剥離可能
に接着することにより、掌中に収まる大きさの生理ナプキンの個別包装体を形成する。
【実施例】
【０００９】
本考案の生理用ナプキンの個別包装体を、図面に示す実施例に基づいて説明する。図１は
実施例を示す斜視図、図２は実施例を開封して展開した状態を示す斜視図、図３は実施例
の工程を示す平面図、図４は実施例を手持ちした状態を示す斜視図、図５は実施例を箱に
入れた状態を示す斜視図である。
【００１０】
図１に示すように、実施例の生理用ナプキンの個別包装体８は円柱体６であり、外側から
は巻き締められた包装シート２と、その巻き締め状態を保持するシール７が見えるだけで
ある。個別包装体の外面は包装シート２により完封されているから、内部の生理用ナプキ
ンが湿気で劣化するおそれは少ない。
【００１１】
図２に示すように、実施例の生理用ナプキンの個別包装体は、生理用ナプキン１と包装シ
ート２と剥離紙３とから形成される。生理用ナプキン１の本体１ａは長円形に類似する形
状であり、その長径は約２０ｃｍ、短径は約１０ｃｍである。本体１ａは中央部両側から
外方に約３ｃｍ突出するウィング部１ｂを備える。包装シート２は、長辺が約２６ｃｍ、
短辺が約１３ｃｍの長方形である。生理用ナプキン１は不織布製であり、包装シート２は
不織布製又は合成樹脂フィルム製である。生理用ナプキン１は内部に吸液性部材を保有す
るため、包装シート２よりも厚い。生理用ナプキン１と包装シート２の間に介在する離型
紙３は、長方形であり、短辺は生理用ナプキン１の本体１ａの短径よりも小さい。
【００１２】
　図３（ａ）に示すように、生理用ナプキン１と離型紙３と包装シート２は、長手方向の
中心線が合致するように上下に重ねられて三層体４を形成する。このとき、本体１ａの中
央部両側から外方に約３ｃｍ突出するウィング部２ｂは内側に折りたたまれている。　　
【００１３】
図３（ｂ）の矢印Ａで示すように、三層体４の一方の長辺側縁部４ａを内側に折り曲げて
重ねる。
【００１４】
ついで、図３（ｃ）の矢印Ｂで示すように、他方の長辺側縁部４ｂを内側に折り曲げて重
ね、短辺の幅が約５ｃｍの多層体５を形成する。図示していないが、ここで、包装シート
の相互に重なる長辺側縁部は剥離可能に接着し、同じく相互に重なる短辺側縁部は折り曲
げて接着することが望ましい。　　　　　　
【００１５】
つぎに、図３（ｄ）の矢印Ｃで示すように、多層体５を一方の短辺側縁部５ａから巻いて
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【００１６】
図１に示すように、この円柱体６の外周面６ａに巻き終わりの他方の短辺側縁部５ｂをテ
ープ又はシール７を介して剥離可能に接着すると、生理用ナプキンの個別包装体８が得ら
れる。
【００１７】
この生理用ナプキンの個別包装体８は、直径が約２．５ｃｍ、高さが約５ｃｍであるから
、図４（ａ）、（ｂ）に示すように、掌中にすっぽり収まる大きさであり、手持ちしてい
ても外部からは見えない。
【００１８】
生理用ナプキンの個別包装体８は、図５に示すように、開閉可能な上蓋を備える箱９に入
れて保管することができる。箱の外装は、一見してナプキン入れには見えないようにする
ことが好ましい。
【００１９】
生理用ナプキンの個別包装体は、円柱体の外周面からシールを剥がして開封し、円柱体を
多層体に巻き戻して展開すると、図２に示す状態となるから、生理用ナプキンの取り出し
は容易である。生理用ナプキンは、包装中、表面側が凹面状に曲がる癖が付くため、開封
後の密着性は良好である。　
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】実施例を示す斜視図、
【図２】実施例を開封して展開した状態を示す斜視図、
【図３】実施例の工程を示す平面図、
【図４】実施例を手持ちした状態を示す斜視図、
【図５】実施例を箱に入れた状態を示す斜視図、
【符号の説明】
【００２１】
１：生理用ナプキン、１ａ：本体、１ｂ：ウィング部、
２：包装シート、
３：離型紙、
４：三層体、４ａ、４ｂ：長辺側縁部、
５：多層体、５ａ、５ｂ：短辺側縁部、
６：円柱体、６ａ：外周面、
７：シール、
８：生理用ナプキンの個別包装体、
９：箱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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